
手術室運営室                   室長 佐藤 徹（整形外科 診療部長） 

 

● 活動目的 

 当院手術室の安全管理および手術業務の効率化と運営の円滑化を図る。 

 

● 活動状況 

1． 会議開催状況（2022年度） 

手術室運営委員会  2022年 7月 26日、2023年 1月 31日 

手術室運営会議   2022年 5月 31日、9月 27日、11月 29日、2023年 3月 28日 

 

2． 2022年度活動内容 

1） 手術件数の増加に向けて：効率的な手術室運営について検討を行い、時間内に多くの手術

が受入れられるよう、各科と手術室スタッフの協力を依頼した。 

2） 新型コロナウイルス流行に対応した物品管理：様々な製品が新型コロナウイルス感染による

流通の影響で納品遅延や欠品となった。欠品が予想される物品に関しては代替品を検討し、

手術に影響を及ぼす事態を避けることができた。 

（R４年度に欠品、納期遅延のため代替品に変更したものは電気メスブレード、医療用テープ、

内視鏡用クリップ等） 

3） 医療安全について：手術室内で発生したインシデントを会議や委員会で報告し、各診療科へ

注意喚起を行ったことにより、安全な手術医療体制に尽力した。 

1 月にはアルコール消毒薬への引火に伴う熱傷の発生があり、会議内で注意喚起を行うとと

もに、予防対策に対する協力を依頼し再発防止に務めた。 

4） 新型コロナウイルス陽性患者の手術受け入れ： R４年度は新型コロナウイルス陽性妊婦の帝

王切開及び整形外科手術を合計 16 件実施した。また、小児外科でも新型コロナウイルス陽

性患者の受け入れ開始に向け、多職種によるシミュレーションを行った。 

5） 手術室、機器、機材等の故障・破損等への対応：老朽化した廊下床材の一部張り替えと無影

灯の更新（Room3・Room8・Room9）をした。 

6） 手術室廊下の物品整理：各診療科の協力を得て、現在手術で使用されていない大型医療機

器の保管場所を西棟へ移動した。今後、使用実績がないものに関しては廃棄を検討していく

事で承認を得た。 

7） 薬剤師の手術室配置：診療報酬改定に伴い R４年度より薬剤師の手術室配置が開始となっ

た。手術薬剤の処方方法について検討を行っている。 

8） 虫対策：手術室搬入口に捕虫器の設置を行った。 

救急運営対策室                            室長 宮地 克維（救急科医長） 

 

● 活動目的 

１． 当院の登録は二次救急であるが、現実には一次から三次救急まで対応している。それらに対応す

る院内救急部門（救急科）の診療を円滑に運営し、救急医療の質の向上を図ること。 

２． 院内救急の充実を図ること 

３． 岡山県災害拠点病院指定に伴う災害時の院内外医療体制の整備を図ること。 

 

● 活動状況 

主に以下の活動を行っている。 

１． 救急運営対策室会議開催 （不定期月 第 4 金曜日） 

２． 年末年始、ゴールデンウィーク等の連休における救急外来の運営対策 

３． 院内急変患者の診療状況の分析とそれに基づく院内救急の改善の検討 

４． 救急車の物品点検（毎月第 3 金曜日） 

５． 初期研修医対象院内 ICLS コース等の急変対応コースの開催 

６． 対外的活動・定例会議出席 

1) 岡山県南東部メディカルコントロール協議会 

2) 岡山市救急業務連絡協議会 

3) 岡山県救急医療情報システム運営委員会 

７． 救急救命士実習受入れ（岡山市消防局 1 名） 

８． 職員を対象とした心肺蘇生講習。とくに医師看護師以外への PUSH 講習会開催 

９． その他、多角的視点からの院内救急改善の検討（COVID-19 関係は COVID-19 外来対策チーム

が担当） 

2021 年度の救急関連統計： 救急車受入台数は、昨年度比 460 台増の、3534 台で、過去最高であっ

た。また、その他の救急統計も救急患者延べ数 23525 名（前年度比 6523 名増）、救急紹介患者数

3006 名（252 名増）、緊急入院患者数は 4033 名（223 名増）と軒並み増加した。一方、救急車応需率は

71.3％と前年度の 78.2%から低下した。コロナ禍における救急診療が日常となり救急外来の運用がスム

ーズとなったことや日中の看護職員の充足が、これら増加した救急統計の要因と考える。救急車受入台

数の増加にもかかわらず応需率が低下したことは、当院への救急搬送要請数の増加によることが大き

いが、当院でも医師、看護職員（特に夜間）の増員などによる、救急対応キャパシティーの増加など、救

急要請増加に応えられるような体制を作る必要があるであろう。 
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